



























































また，『冊府元亀』巻 42 帝王部仁慈門元和 11 年（816）条には「禁以新羅為生口，令近界州
府長吏切加提挙」とあることから，李氏支配下の 9世紀前半の山東半島一帯では，海賊による


































































































われた一連の仏教儀式より確かめられる。『巡礼行記』には，開成 4年（839）11 月 16 日から
















次に，『巡礼行記』開成 4年（839）8 月 15 日条に，老僧の話として「新羅国だけで行われて

































赤山法花院と張詠の関係 40）を直接述べている記録には，『巡礼行記』開成 4年（839）6 月 7
































































『日本三代実録』貞観 6年（864）正月 14 日辛丑条には「登州十将押衙張詠来到山院，語云，詠
昔到那国，甚蒙国恩，故来奉問」とあり，840 年に張詠が円仁に会った時，以前日本で多くの恩














































































































































８）『資治通鑑』巻 241 憲宗元和 14 年（819）2 月条。














18）『巡礼行記』開成 4年（839）5 月 1 日・開成 4年 5月 14 日条・開成 4年 5月 16 日条。
19）新川登亀男「入唐求法の諸相」（『日本古代の対外交渉と仏教』吉川弘文館，1999）。













成 5年 <840>3 月 2 日条）。
26）『巡礼行記』開成 4年（839）6 月 9 日条。







29）『巡礼行記』開成 4年（839）7 月 16 日条。
30）『巡礼行記』開成 4年（839）7 月 28 日条。
31）『巡礼行記』会昌 5年（845）9 月 22 日条には，勅令により州県がこの寺を破壊したとある。
32）赤山法花院の仏教儀式については，金文経前掲書 1984 を参照。
33）田中史生「<異人 > <異域 >と古代の交通」（『歴史評論』597，2000）など。
34）『巡礼行記』開成 4年（839）7 月 28 日条・同年 9月 26 日条。長安章敬寺については，小野勝年『入
唐巡礼行記訳注巻 2』（鈴木学術財団，1966）・金文経編訳『入唐巡礼行記訳注』（海洋水産部，2000）
を参照。
35）『巡礼行記』開成 4年（839）7 月 23 日条。
36）『巡礼行記』開成 4年（839）7 月 14 日条・開成 4年 11 月 17 日条・開成 5年（840）正月 15 日条・















41）『巡礼行記』会昌 5年（845）9 月 22 日条。
42）『巡礼行記』開成 5年（840）2 月 15 日条。
43）『巡礼行記』開成 4年（839）6 月 7 日条・開成 5年（840）正月 20 日条・開成 5年（840）2 月 19 日







45）『巡礼行記』開成 4年（839）5 月 14 日・15 日・16 日条など。
46）『巡礼行記』会昌 7年（847）閏 3月 10 日条。
47）『巡礼行記』開成 5年（840）正月 20 日条。









53）この張大使を張保皐とみなす見解もあるが，張保皐は 841 年に死亡しているので，845 年当時の張大
使は張詠とみる説が有力である（高慶錫「在唐新羅人社会の形成と発展」『韓国史研究』140，2008）。
54）『巡礼行記』会昌 5年（845）9 月 22 日条。
55）蒲生京子前掲論文・李基東前掲論文など。
56）『三国史記』巻 10 興徳王 3年（828）4 月条。
57）本文で言及した張保皐が部下の崔暈を赤山法花院に遣わしたこと以外に，『巡礼行記』開成 4年（839）














64）本文で引用した『巡礼行記』開成 4年（839）6 月 7 日条・開成 4年 6 月 28 日条と下の注に引用す
る開成 5年（840）2 月 17 日条のほかにはない。




66）『巡礼行記』開成 5年（840）2 月 17 日条。
67）円仁は，赤山法花院に入る直前に張詠・林大使・王訓と数回面談している（『巡礼行記』開成 4年 5















The Temple of Juksanbub in Dungju and the Pyungro Army/
Jang-Young who was Guard Officer





１．The Pyungro Army and a Silla Immigrant Community in Early Ninth Century Dungju
２．The Background and Establishment of the Temple of Juksanbub
３．Jang-Young who was Guard Officer and the Pyungro Army
　（１）The Temple of Juksanbub and Jang-Young 
　（２）Jang-Young's move to Dungju 
４．Juksanbub/Pyungro Army and Chang-Pogo 
Conclusion
Keywords : Temple of Juksanbub, Pyungro Army, Jang-Young, a Silla Immigrant Community, Chang-Pogo
